


2議 会 だ よ り
　

こ
の
四
月
の
村
議
会
議
員
選
挙
に
於
い
て
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
支
持
を
賜
り
ま

し
て
村
政
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
松
下
隆
夫
で
あ
り
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
代
表
者
と
し
て
代
弁
者
と
し
て
、
選
良
に
な
る
事
は
必
須
で
あ
り
、

山
積
み
し
て
お
り
ま
す
諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　

又
こ
の
度
の
議
会
構
成
に
於
い
て
、
議
長
と
い
う
大
役
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
長
は
議
会
の
活
動
を
主
宰
し
、
議
会
を
代
表
す
る
者
で
、

議
場
の
秩
序
を
保
持
し
、
議
事
を
整
理
し
、
中
立
性
と
尊
厳
性
を
保
っ
て
参
り
、
地

方
政
治
の
確
立
と
発
展
の
た
め
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
、
提
案
さ
れ
た
案
件
に
対
し

て
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
生
か
し
、
議
会
と
し
て
の
職
責
で
あ
る
使
命
を
果
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

議
会
議
長　

松　

下　

隆　

夫

　

こ
の
度
の
大
鹿
村
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
持

を
い
た
だ
き
、
三
期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
ま
で
以
上
の
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
こ
れ
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
五
月
十
日
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
議
長
の
補
佐
と
し
て
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
議
会
運
営
委
員
会
、
さ
ら
に
は
「
議
会
の
あ
り
方
研
究
会
」
等
を
通
じ
て
、
大

鹿
村
議
会
の
質
を
よ
り
一
層
高
め
、
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
も
っ
と
身
近
で
、
も
っ

と
仕
事
が
で
き
る
議
会
と
な
る
よ
う
、
議
会
改
革
に
主
体
的
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

副
議
長　

熊　

谷　

英　

俊

　

こ
の
た
び
の
村
議
会
議
員
選
挙
で
は
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
の
地
震
に
伴
っ
て
発
生
し
た
福
島
の
原
発
事
故
は
、
い
ま
だ
収
束
の

め
ど
す
ら
立
た
ず
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
震
災
を
機
に
、

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
じ
め
、
社
会
の
あ
り
方
や
人
々
の
価
値
観
が
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
大
鹿
村
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
の
中
で
の

昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
の
あ
り
よ
う
は
見
直
さ
れ
、
ま
す
ま
す
価
値
が
高
ま
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
一
方
で
高
齢
化
や
深
刻
な
獣
害
な
ど
の
難
問
を
抱
え
、
ま
た
リ
ニ
ア

新
幹
線
の
問
題
も
今
後
具
体
的
に
動
い
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
声
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
守
る
べ
き
も
の
は
何
か
を
し
っ
か
り
見
極
め
つ
つ
、
諸
課
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

河　

本　

明　

代

　

こ
の
四
月
二
十
四
日
の
大
鹿
村
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
皆
様
に
ご
支

援
を
賜
り
、
お
陰
さ
ま
で
初
当
選
を
果
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
精
一
杯
議
員
活
動
に
務
め
る
覚
悟
で
す
。

　

我
が
村
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
課
題
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
、
村
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
未
来
あ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
年
生
議
員
で
あ
り
ま
す
だ
け
に
力
は
弱
い
と
思
い
ま
す
が
、
最
善
の
努
力
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
助
言
、
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
経
済
状

況
の
非
常
に
厳
し
い
中
、
行
政
に
つ
い
て
批
判
す
べ
き
も
の
に
は
批
判
し
、
納
得
で

き
な
い
無
駄
な
支
出
が
な
い
か
監
視
を
し
て
意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
四
年
間
、
ご
支

援
ご
叱
正
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

伊　

東　

康　

明
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「
人
材
の
育
つ
村
づ
く
り
」
を
目
標
に
し
て
、
大
鹿
村
議
会
議
員
選
挙
で
は
多
く
の

支
持
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
年
寄
り
の
『
大
鹿
村
に
踏
み
と
ど
ま
り
た
い
！
』
と
い
う
切
な
る
声
と
、
若
い

世
代
の
暮
ら
し
へ
の
不
安
を
う
か
が
い
�
大
鹿
村
の
今
�
を
円
滑
に
し
て
い
く
責
任

を
、
よ
り
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
本
中
が
大
震
災
後
、
大
き
く
価
値
観
を

変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
よ
り
遠
く
を
見
渡
す
目
と
、
将
来
を
見
据

え
る
意
識
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
議
員
と
し
て
村
の
財
政
運
営
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
生
活
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
具
体
的
な
政
策
を
立
案
す
る
力
が

必
要
と
確
信
し
ま
す
。

　

皆
様
方
の
�
気
付
き
�
や
�
不
便
�
を
是
非
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
一
つ
�
�
答
え

を
見
付
け
て
実
行
し
て
い
き
、
各
世
代
が
支
え
あ
い
生
き
生
き
と
�
育
つ
�
村
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東　

村　

邦　

子

　

村
議
会
議
員
に
再
度
当
選
さ
せ
て
戴
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
村
民

の
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
、
議
員
に
任
さ
れ
た
責
務
を
果
す
た
め
に
は
、
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
評
価

し
、
ま
た
政
策
を
立
案
し
て
、
大
鹿
村
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
村
づ
く
り
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
村
で
現
在
一
番
困
っ
て
い
る
獣
害
対
策
を
本
気
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
鹿
や
猿
か
ら
田
畑
を
守
る
た
め
に
、
も
う
網
張
り
だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
い
、

守
り
で
は
な
く
攻
め
る
こ
と
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

過
疎
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
子
育
て
世
代
が
多
く
住
め
る
村
づ
く
り
に
邁
進
し

ま
す
。
又
、
監
査
委
員
と
言
う
重
責
も
頂
き
ま
し
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
勉
強
し
務

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

北　

島 　

千
良
穗

　

東
日
本
大
震
災
、
長
野
県
北
部
地
震
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
被
災
者
の
皆
様
に

は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
四
月
の
村
議
会
議
員
の
選
挙
に
於
い
て
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援

を
賜
り
、
二
期
目
の
村
政
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
に
と
っ
て
は
生
活
道
路
生
命
線
で
も
あ
る
小
渋
線
が
通
行
止
め
が
多
く
、
生
活

に
不
自
由
し
て
い
る
こ
と
、
鳥
獣
害
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
い
か
に
高
齢
者
に
優
し

い
村
づ
く
り
を
す
る
の
か
等
、
色
々
な
問
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。
今
後
行
政
と

一
体
と
な
っ
て
一
生
懸
命
勉
強
し
て
良
い
方
向
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小　

澤　
　
　

正

　

大
鹿
村
議
会 
三
期
目
に
当
選
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
、
矢
澤
正
で
す
。

　

こ
の
四
年
間
は
、
と
て
も
大
切
な
四
年
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を

見
た
と
き
、
東
海
、
東
南
海
地
震
が
来
た
と
き
に
大
鹿
村
は
防
災
対
策
を
ど
う
す
る

の
か
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
ル
ー
ト
が
は
っ
き
り
と
決
ま
っ
た
と
き
、
大
鹿
村
と

し
て
何
を
ど
う
要
望
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
。

　

ま
た
獣
害
対
策
は
、
少
し
視
点
を
変
え
た
見
方
も
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
獣
害

に
あ
い
づ
ら
い
作
物
、
高
齢
化
の
進
む
中
い
か
に
手
の
か
か
ら
な
い
作
物
は
何
か
な

ど
、
考
え
る
と
こ
ろ
は
沢
山
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

里
山
市
場
組
合
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
、
力
強
い
仲
間
が
で
き
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
、
住
み
や
す
い
�
大
鹿
村
�、
美
し
い
村
�
大
鹿
村
�
を
創
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

矢　

澤　
　
　

正
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平
成　

年
５
月 　
　
　
　
　

23

大
鹿
村
議
会
第
二
回
臨
時
会
報
告

報
告
第
一
号　

大
鹿
村
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
に
つ
い
て

報
告
第
二
号　

平
成
二
十
二
年
度

大
鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

七
号
）の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
に
つ
い
て

報
告
第
三
号　

平
成
二
十
二
年
度

大
鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
五
号
）の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
に
つ
い
て

報
告
第
四
号　

平
成
二
十
二
年
度

大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
五
号
）の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
に
つ
い
て

報
告
第
五
号　

平
成
二
十
二
年
度

報　
　

告

大
鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
四
号
）の
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
に
つ
い
て

報
告
第
六
号　

平
成
二
十
二
年
度

大
鹿
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
一
号
）の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
に
つ
い
て

報
告
第
七
号　

平
成
二
十
二
年
度

大
鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
三
号
）の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
に
つ
い
て

報
告
第
八
号　

平
成
二
十
二
年
度

大
鹿
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
三
号
）の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
三
年
大
鹿
村
議
会
第
二
回
臨
時
会
が
五
月
十
日

に
一
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
は
、
四
月
に
行
わ
れ
た
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

後
最
初
の
議
会
で
、
正
副
議
長
、
南
信
州
広
域
連
合
議
会
議

員
の
選
挙
、
下
伊
那
北
部
総
合
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

及
び
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
等
の
構
成
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
報
告
八
件
、
付
議

事
件
二
件
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
、
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

附
議
事
件

議
案
第
一
号　

平
成
二
十
三
年
度

大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正

監
査
委
員
に

北
島
千
良
穗
さ
ん

を
選
任

　

去
る
五
月
十
日
に
開
か
れ

ま
し
た
第
二
回
臨
時
会
に
お

い
て
、大
鹿
村
監
査
委
員（
議

会
選
出
）
に
北
島
千
良
穗
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
二
十
三
年
五
月
十

日
か
ら
平
成
二
十
七
年
四
月

三
十
日
ま
で
の
四
年
間
で
す
。

予
算（
第
一
号
）に
つ
い
て

議
案
第
二
号　

大
鹿
村
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
に

つ
い
て

――  大 鹿 村 議 会 構 成 表  ――

松下　隆夫議　　長

熊谷　英俊副 議 長

総務社教常任委員会

伊東　康明副委員長矢澤　　正委 員 長

松下　隆夫委　　員東村　邦子委　　員

産業建設常任委員会

河本　明代副委員長小澤　　正委 員 長

熊谷　英俊委　　員北島千良穗委　　員

議会運営委員会

小澤　　正副委員長熊谷　英俊委 員 長

伊東　康明委　　員矢澤　　正委　　員

松下　隆夫オブザーバー河本　明代委　　員

南信州広域連合議会議員

松下　隆夫議　　員

下伊那北部総合事務組合議会議員

熊谷　英俊議　　員松下　隆夫議　　員

国民健康保険運営協議会委員２名

条例第２条第３号（公益を代表する委員）

東村　邦子総務社教伊東　康明総務社教

大鹿村営水道運営協議会委員２名

条例第３条第２項第１号（村議会で推薦する者）

河本　明代産業建設小澤　　正産業建設

森林環境税創設促進議員連盟　大鹿地区

河本　明代副 会 長小澤　　正会　　長

　文満団地では、平成２２年度コミュニティ助成事業を活

用し、太鼓や着物等の整備をしました。これを活用し

て、今後 村内でのイベント等での活躍を期待します。

　この事業の財源は、宝くじの普及広報事業費として受

け入れる宝くじ受託事業収入によるもので、コミュニ

ティの健全な発展を図ることを目的としています。

数量購入品

２締太鼓三丁掛六寸胴
ターンパックル

２締太鼓三丁掛六寸胴
ボルト

４締太鼓用立奏台

２締太鼓用座奏台
木製

各２０着物、手甲、脚絆、
鉢巻、帯

宝くじの助成金で

整備しました
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飯田税務署から飯田税務署から
「平成23年度　税務職員（Ⅲ種）採用試験（高校卒業程度）」受験者募集のお知らせ
　人事院・国税庁では、「税務職員（Ⅲ種）採用試験」の受験者を募集しています。

　税務の仕事は、国民生活の安定・向上と社会福祉のため国家財政の基盤を支える極めて重要でやりがいのある仕

事です。

　採用後は、税務大学校地方研修所（全寮制）に入校し、職員に求められる知識や技能を修得するため約１２ヶ月間の

研修を受けることができます。

　なお、研修受講中も国家公務員として給与が支給されます。

　受験資格等は次のとおりです。

【受 験 資 格】　平成２年４月２日から平成６年４月１日生まれの方

【試験の程度】　高等学校卒業程度

【受験受付期間】　平成23年６月21日（火）から平成23年６月28日（火）まで（土・日曜日は除く）

　　　　　　　　※郵送の場合は、平成23年６月28日（火）までの通信日付印有効

受験を希望される方、詳しくお知りになりたい方は、飯田税務署・総務課　�0265（22）1165までご連絡ください。

　大鹿村は、固定資産税の課税をするうえで適正な評価を確保するた

め、実地調査を行っております。家屋調査については次のとおりです。

１．家屋を新・増築したときに、建主に事前連絡などを行いながら評

価を行う「新・増築調査」（店舗や事務所、また車庫や物置など小

規模な建物も対象となる場合があります。）

２．家屋課税台帳に登録されている内容（所在地番・用途・構造・床

面積など）と比較し、増築や未調査の家屋、取り壊しなどがある

家屋を調査する「全戸調査」

　全戸調査は、既に課税されている家屋との公平を期し、公正で適正

な課税を目的として実施するものです。調査方法は、税務係の職員が

調査に行き、家屋の図面と実際の家屋を照らし合わせながら外観確認

します。確認のため聞き取りをする場合もありますので、調査中は、

大変ご迷惑をお掛けしますがご協力をお願いします。

　なお、調査に伺う際に職員は『固定資産評価補助員証』を携帯して

います。

◎お願い

　建物の取り壊し・新築・増築をした場合又は、その予定がある場合

は役場税務係（�３９－２００１）までご連絡下さい。

固定資産税（家屋）調査のお願い
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国民年金の届出・手続きを必ず行ってください

平成23年

6月号

 20歳になったとき 

　厚生年金や共済組合に加入していない方が、20歳に
なったときは、国民年金の第１号被保険者になります
ので、役場へ「国民年金被保険者資格取得届」を提出
して下さい。

 会社を退職したとき 

　会社などに勤めていて、厚生年金や共済組合に加入
している方は、国民年金の第２号被保険者になってい
ます。
　第２号被保険者の方が60歳になる前に、会社などを
退職したときは、国民年金の第１号被保険者になりま
すので、役場へ「国民年金被保険者種別変更届」を提
出して下さい。

 被扶養配偶者の方の収入が増えたとき 

　会社などに勤めて、厚生年金や共済組合に加入して
いる方の被扶養配偶者の方（20歳以上60未満の方に限り
ます）は、国民年金の第３号被保険者になっています。
　第３号被保険者の方のパート収入などが130万円以上
になったときは、被扶養配偶者でなくなり、第１号被
保険者になりますので、役場へ「国民年金被保険者種
別変更届」を提出して下さい。

 被扶養配偶者の配偶者が退職したとき 

　配偶者の方が退職して、厚生年金や共済組合の加入
者でなくなると、それまで国民年金の第３号被保険者
だった方は、被扶養配偶者でなくなり、第１号被保険
者になりますので、役場へ「国民年金被保険者種別変
更届」を提出して下さい。
※第３号被保険者の方が離婚したときにも、第一号被
保険者になるための手続きが必要です。

※老齢厚生年金等を受ける権利をもっている配偶者の
方が65歳になって第二号被保険者でなくなったとき
も、それまで第３号被保険者だった方は、第１号被
保険者になるための手続きが必要です。

 免除制度などをご利用してください 

　平成23年度の国民年金の第１号被保険者の保険料は、
月額15,020円です。
　国民年金の保険料を納めることが経済的に困難なと
きには、免除制度や学生納付特例制度があり、市区町
村役場または年金事務所への申請手続きによって、保
険料の納付が免除されたり猶予されたりして、保険料
の未納を防止できることになっています。

 ご相談先は 

　詳細は、役場住民税務課か、年金事務所または「ね
んきんダイヤル」（�0570－05－1165・一般の固定電
話では、市内通話料金でご利用できます）へお問い合
わせください。
※携帯電話で「ねんきんダイヤル」をご利用されると、
通話料は全額お客様のご負担になります。

●国民年金に加入するとき、加入者の種別がかわるとき

国民年金の種別事　　項

年金未加入→第１号被保険者２０歳になったとき

第２号被保険者→第１号被保険者会社を退職したとき

第３号被保険者→第１号被保険者

第３号被保険者の
パート収入が増えた
とき、配偶者が退職
したとき、離婚した
とき

　国民年金は、日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の方すべてが加入する制度です。
　届出を忘れると、将来受け取る老齢基礎年金の年金額が少なくなったり、受けられなくなる場合があります。ま
た、不意の事故や病気で障害が残ったり、万一、亡くなられたときには、障害基礎年金や遺族基礎年金が支給され
なくなるおそれがあります。
　次のようなときには、役場住民税務課への届出が必要です。届出を忘れずに行って、あなたの大切な年金の権利
を守ってください。

　６月１日から10日は､電波利用環境保護周知啓発強化期間です｡私たちみんなの財産である電波の良好な

利用環境を守るため､不法無線局をなくし､電波を正しく使いましょう｡

　電波に関することは､総務省信越総合通信局までお気軽に御相談ください｡

★無線設備への混信･妨害及び違法な無線設備の情報に関すること … 監視調査課　　　�026－234－9976

★テレビ・ラジオなど放送の受信障害に関すること …………………… 受信障害対策官　�026－234－9991

守ろう！電波のルール
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　介護保険料は平成23年度が第４期計画の３年目となります。65歳以上の第１号被保険者の皆様にご負担いた

だく介護保険料は、下記のとおりとなります。21･22年度に行われておりました介護報酬の改定に伴う上昇分

に対する国の特別対策による軽減制度はなくなりました。

　今後も介護保険制度の健全な運営に努めてまいりますので、みなさまのご理解とご協力をお願いします。

月額保険料基準割合対　　象　　者

1,600円基準額×0.5○生活保護受給者　○住民税非課税世帯で老人福祉年金受給者第１段階

1,600円基準額×0.5世帯員全員が住民税非課税で課税年金収入額と合計所得額の合計が80万円以下の方第２段階

2,400円基準額×0.75世帯員全員が住民税非課税で課税年金収入額と合計所得額の合計が80万円を超える方第３段階

3,200円基準額　住民税が課税されている世帯員がいるが本人は住民税非課税の方第４段階

4,000円基準額×1.25本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の方第５段階

4,800円基準額×1.5本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の方第６段階

　次代の社会を担う子どもの健やかな成長を社会全体で応援する目的で平成22年度より

児童手当に代わり子ども手当てが支給されています。この手当ては法律改正により平成

23年９月分まで延長されて下記の内容で支給されますのでお知らせいたします。

　なお、10月以降の手当については、確定次第広報等によりお知らせいたします。

児 童 手 当子ども手当

小学校修了前までの子ども中学校修了前までの子ども対 象

《０～３歳未満》月額10,000円
《３歳～小学校修了》　第1･2子　月額  5,000円
　　　　　　　　　　　第3子　月額10,000円
《中学生》　なし

《０～中学校修了》月額13,000円
出生順位にかかわらず、子ども一人
ひとりに同額を支給

手 当 の 額

６月・１０月・２月６月・１０月（２月は未定）支 給 月

所得制限あり所得制限なし受給者の所得制限

※比較のため児童手当を一緒に記載しました。

子ども手当について

　大鹿村に住所を定め、大鹿村以外の市町村に通勤する若

年勤労者に対し、本人が申請することにより平成２３年度大

鹿村通勤就労者通勤費補助金が交付されます。対象となる

方は次の要件を満たす必要があります。

①平成２３年１月１日時点で大鹿村に住民登録をしている

②通年にわたり雇用され、社会通念上月の就業すべき日
数勤務し、通勤している

③年齢が満４０歳未満である

　定期運行される交通機関または自己の所有する自動車等

を利用しての通勤に要するための経費に対し補助をいたし

ます。

 月額 15,000円以内 

　役場総務課において「補助金交付申請書」を受け取るか、

大鹿村のホームページ〈http://www.vill.ooshika.nagano.jp/sinseisyo/〉

から様式をダウンロードし、役場総務課へ期日までにご本

人（簡単な聞き取り調査を行いますので代理申請は出来ま

せん）が提出してください。

 提出期限　６月30日（木）　期限厳守 

　なお、補助金の交付時期は前期分（４月～１１月分）が１２

月、後期分（１２月～３月）が４月の予定です。

第1回支給日　6月15日　子ども手当（2～5月分）

【問い合せ先】 大鹿村役場 総務課 企画財政係　�39－2001

大鹿村に住民登録し村外に通勤している方に大鹿村通勤就労者通勤費補助金が交付されます
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　本年は大鹿村民の36災害復興のシンボルである大西公園の桜の期間を“大震災の復興を応援する”「大鹿本年は大鹿村民の36災害復興のシンボルである大西公園の桜の期間を“大震災の復興を応援する”「大鹿

さくらの集い」とし、被災された皆様のお見舞いと被災地の１日も早い復興を応援する機会とし開催しましさくらの集い」とし、被災された皆様のお見舞いと被災地の１日も早い復興を応援する機会とし開催しまし

た。た。

第八代大鹿さくらの女王のお披露目及び復興を応援すべく集まった有志の皆さんによる催しが行なわれま　第八代大鹿さくらの女王のお披露目及び復興を応援すべく集まった有志の皆さんによる催しが行なわれま

した。さくらの花は遅い咲きはじめでしたが、会場へは多くの皆さんが応援に駆けつけてくれました。した。さくらの花は遅い咲きはじめでしたが、会場へは多くの皆さんが応援に駆けつけてくれました。

義援金活動にご協力くださった方、集いを支えてくださった　義援金活動にご協力くださった方、集いを支えてくださった

皆様に感謝申し上げます。皆様に感謝申し上げます。

 義援金活動報告 

　東日本大震災　　　57,604円
　長野県北部地震　　24,252円

　『第20回　中央構造線サイクリング大会』が下記により開催されます。

　大会のルートとなるのは、伊那市高遠町から大鹿村を通り、飯田市南信濃まで。勾配８％

を超える分杭峠や地蔵峠は、道も十分には整備されていないワイルドコース！！！

　南アルプスの大自然を満喫しながら走る秋葉街道は爽快感満点！！

　体力に自信のある方、日頃の運動不足を解消したい方、自然大好きじゃ！！という方は参加

してみてはいかがでしょうか。また、声援していただくことも参加と同じです。沿道の方々

の声援により、参加者は元気100倍。「がんばれ～！！」の一声、よろしくお願いします。

記

 期　　日 ：平成23年７月30日（土）～31日（日）

 受　　付 ：【１日目】午前８時30分～９時30分 【２日目】午前８時～９時

 受付場所 ：【１日目】高遠城址公園駐車場 【２日目】大鹿村交流センター

 出発時間 ：【１日目】午前10時 【２日目】午前９時30分

 参 加 料 ：【両日参加】6,000円　　【土曜日・日曜日のみ参加】4,000円

 申込締切 ：平成23年７月19日（火）

 問合せ先 ：大鹿村役場　産業建設課内　「中央構造線サイクリング大会事務局」まで

  　　　　　※大会に関する不明な点等なんでも結構ですので、お問合せください。
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６月

　中旬 乳児検診

　１９日 三六災害５０年シンポジウム

 （飯田文化会館）

　２１日 新聞紙の収集日

　２３日 廃プラの収集日

　２４日 小学校音楽会

　２９日 36災害50周年記念事業

 （大鹿村交流センター）

　下旬 粗大ごみの収集予定

７月

　５日 スチール缶と鉄類の収集日

　７日 廃プラの収集日

　１２日 ビン類・ペットボトルの収集日

　中旬 幼児検診

　１９日 ダンボール・牛乳パック等収集日

　２１日 廃プラの収集日

　２６日 大鹿小学校１学期終業式

　２７日 大鹿中学校１学期終業式

　３０･３１日

第20回中央構造線サイクリング大会

　下旬 埋立ごみの収集予定

1010

　大鹿歌舞伎春の定期公演の翌日、５月４日のゴール

デンウィークの真ん中に、今年７月１６日全国公開予定

の映画「大鹿村騒動記」完成披露試写会を地元大鹿村の

皆さんと撮影中お世話になったエキストラの皆さん 

およそ１０００名を無料招待し、大鹿小学校体育館を会場

に開催しました。

　主演の原田芳雄さん、大楠道代さん、岸部一徳さん、

阪本順治監督らによる舞台挨拶も行われ、初めて映画

を観た村民の皆さんを前に「外の人間を温かく迎え入

れて下さった皆さんのお陰です。皆さんの協力がなく

てはこの映画はできなかった。」と、原田さんから何度

も感謝の言葉を戴きました。

　よく晴れた５月２０日、昨年度公園整備を行った大西公園南側

に、国や県、村内の代表の皆さん４０名ほどにより、クヌギやブナ、

ツツジやヤマブキなど３３０本ほどの花木が植樹されました。この

木々も根付き、数年後には緑に囲まれた美しい公園になることを

期待します。

映画「大鹿村騒動記」試写会

植樹祭

　平成２２年度に拡充された大西公園に、小さなお子さん連れ

のご家族等にも楽しんでいただけるよう、大型複合屋外遊具

が設置され、今年の春からご使用いただけるようになりまし

た。小学生未満のお子さ

んには保護者の同伴が必

要ですが、多くの皆さん

が大西公園を訪れて下さ

り 賑やかになることを期

待しています。

大西公園遊具設置工事完了大西公園遊具設置工事完了




